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中国における発電電力量は、ここ数年間、平均して１，３００億ｋＷｈ程度
増加。毎年、関西電力全体に匹敵する電力需要が増加する状況。毎年、関西電力全体に匹敵する電力需要が増加する状況。

【出典：OECD “Energy Balances of non-OECD Countries 2001-2002”】
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※ 関西電力全体の発電電力量 ： 平成１５年度実績 約１５００億ｋＷｈ＊ ＊電気事業便覧平成１６年度版
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（１）（１） チェルノブイリ原子力発電所事故（１９８６年）以前チェルノブイリ原子力発電所事故（１９８６年）以前

各国で原子力発電のための体制が整い始め、新たなエネルギー源として原子力発電が大きく進展。

世界全体の設備容量は、

１９７０年当時１９７０年当時 約約 ２千万２千万ｋＷｋＷ

（１９７０年代は年平均約 ２２％の伸び）

１９８０年当時１９８０年当時 約約１億５千万１億５千万ｋＷｋＷ

（１９８０年代は年平均約 ９％の伸び）

１９９０年当時１９９０年当時 約約３億４千万３億４千万ｋＷｋＷ

（１９９０年代は年平均約０．６％の伸び）

２０００年当時２０００年当時 約約３億６千万３億６千万ｋＷｋＷ

１９５４年１９５４年 ロシアにおいて世界初の原子力発電の商用運転開始

（オブニンスク原子力発電所）

１９６６年１９６６年 我が国において初めての原子力発電の商用運転開始

（日本原子力発電㈱東海発電所）

２．海外における原子力発電の動向２．海外における原子力発電の動向

【出典：平成１５年度エネルギーに関する年次報告「エネルギー白書」より】
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